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１１
月
は
後

半
を
中
心
に

販
促
テ

マ

に
な
る
生
活

催
事
が
目
白

押

し

だ



た

定
番
は

七
五
三
︵
１５
日
︶
や
ボ


ジ

レ
・
ヌ

ボ

解
禁

︵
２１
日
︶
だ
が

い
い
夫

婦
の
日
︵
２２
日
︶
や
和
食

の
日
︵
２４
日
︶
あ
た
り
も

定
番
化
し
つ
つ
あ
る
▼
ま

た

日
本
国
内
で
も
盛
り

上
が
り
つ
つ
あ
る
の
が
米

国
発
祥
の
ブ
ラ

ク
フ
ラ

イ
デ

だ

本
来
は
１１
月

の
第
４
木
曜
日
の
翌
日
の

金
曜
日

今
年
で
い
え
ば

２９
日
だ
が

前
の
週
の
２２

日
あ
た
り
か
ら
大
手
小
売

業
を
中
心
に
ブ
ラ

ク
フ

ラ
イ
デ

と
銘
打

た
セ


ル
が
行
わ
れ
て
い
る
▼

こ
れ
を
皮
切
り
に

ク
リ

ス
マ
ス

年
末
へ
と
続
く

商
戦
が
ス
タ

ト
を
切


た
と
も
考
え
ら
れ
る

そ

こ
で
気
に
な
る
の
は

や

は
り
１０
月
の
消
費
増
税
の

影
響
だ

消
費
財
全
体
で

い
え
ば

増
税
前
後
に
駆

け
込
み
需
要
と
そ
の
反
動

が
見
ら
れ
た

年
末
に
向

け
て
も
消
費
マ
イ
ン
ド
の

変
化
が
焦
点
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
▼
外
食
に
つ
い

て
は

一
部
を
除
い
て
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る


税
率
据
え
置
き
の
食
料
品

に
つ
い
て
は

そ
の
影
響

は
不
透
明
だ
が
低
価
格
ニ


ズ
が
強
ま

て
い
く
可

能
性
が
あ
る

他
方
で
安

易
な
価
格
訴
求
は
避
け
た

い
と
こ
ろ

改
め
て
業
界

関
係
者
の
知
恵
が
試
さ
れ

て
い
る


い
ま
大
豆
ミ

ト
が
注
目
さ
れ
て
い
る

海
外
市
場

で
は
植
物
か
ら
製
造
さ
れ
る
代
替
肉
の
市
場
が
急
成
長

し
て
お
り

米
国
で
は
時
価
総
額
１
兆
円
の
企
業
が
登

場
し
た

日
本
で
も
流
通
大
手
が
実
験
的
に
精
肉
売
場

へ
大
豆
ミ

ト
を
導
入
す
る
動
き
が
出
て
き
て
お
り


大
豆
ミ

ト
を
取
り
扱
う
メ

カ

は
こ
れ
ま
で
以
上

に
売
場
提
案
を
強
化
し
て
い
る


世
界
人
口
の
急
増
に
よ
る

食
糧
不
足
や
環
境
負
荷
の
増

大

健
康
意
識
の
高
ま
り
な

ど
を
背
景
に

大
豆
や
え
ん

ど
う
豆
な
ど
植
物
由
来
の
代

替
肉
が
注
目
を
浴
び
て
い

る

こ
の
牽
引
役
は
米
国
の

植
物
肉
製
造
大
手
ビ
ヨ
ン
ド

・
ミ

ト
で

今
年
５
月
に

米
国
ナ
ス
ダ

ク
市
場
へ
上

場
し

一
時
は
時
価
総
額
１

兆
円
を
超
え
た


米
国
の
量
販
ス

パ

で

は
精
肉
売
場
に
肉
代
替
商
品

が
並
び

昨
今
は
外
食
産
業

へ
も
浸
透
し
始
め
て
い
る


フ

ス
ト
フ

ド
大
手
は
今

秋

北
米
で
ビ
ヨ
ン
ド
・
ミ


ト
の
代
替
肉
を
使

た
ハ

ン
バ

ガ

や
サ
ン
ド
イ


チ
の
販
売
を
開
始
し
た


日
本
で
も
代
替
肉
は
徐
々

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る


あ
る
フ

ス
ト
フ

ド
大
手

は
４
年
前
か
ら
大
豆
パ
テ
を

使
用
し
た
ハ
ン
バ

ガ

を

全
国
で
販
売
し
た
と
こ
ろ


健
康
志
向
の
消
費
者
に
支
持

さ
れ
て
い
る


ま
た

イ
ト

ヨ

カ
ド


は
今
年
１０
月

首
都
圏
の

一
部
店
舗
で
精
肉
売
場
に
大

豆
ミ

ト
専
用
コ

ナ

を

設
け
た

マ
ル
コ
メ
や
大
塚

食
品
の
商
品
試
食
販
売
を
行


て
い
る


流
通
大
手
が
売
上
げ
の
高

い
精
肉
売
場
の
一
部
を
空
け

て
ま
で
大
豆
ミ

ト
を
導
入

し
た
の
は

そ
れ
だ
け
ポ
テ

ン
シ

ル
と
将
来
性
を
感
じ

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

大
豆

ミ

ト
は
牛

豚

鶏
に
次

ぐ
�
第
４
の
肉
�
と
し
て
消

費
ニ

ズ
に
応
え
ら
れ
る
だ

け
の
力
を
秘
め
て
い
る


近
年
の
大
豆
ミ

ト
浮
上

は
メ

カ

に
よ
る
商
品
力

向
上
も
大
い
に
関
係
し
て
い

る

マ
ル
コ
メ
は
１５
年
に

﹁
ダ
イ
ズ
ラ
ボ
﹂
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
た

高
タ
ン
パ

ク
で
低
脂
質
の
﹁
ダ
イ
ズ
ラ

ボ

大
豆
の
お
肉
﹂
シ
リ


ズ
は
徐
々
に
認
知
が
高
ま


て
お
り

来
年
か
ら
精
肉
売

場
へ
本
格
展
開
を
図
る
方
針

だ


大
塚
食
品
は
昨
年
１１
月
に

大
豆
を
使
用
し
た
﹁
ゼ
ロ
ミ


ト

デ
ミ
グ
ラ
ス
タ
イ
プ

ハ
ン
バ

グ
﹂
﹁
同

チ


ズ
イ
ン
デ
ミ
グ
ラ
ス
タ
イ
プ

ハ
ン
バ

グ
﹂
を
関
東
中
心

に
発
売
し
た

今
年
６
月
の

刷
新
と
同
時
に
販
売
エ
リ
ア

を
拡
大
さ
せ
た

そ
し
て


第
２
弾
と
し
て
﹁
同

ソ


セ

ジ
タ
イ
プ
﹂
を
関
東
中

心
に
発
売
し
た

肉
代
替
品

で
健
康
的
な
食
生
活
を
提
案

し
て
い
る


近
年

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

が
よ
く
使
う
用
語
に
�
ギ
ル

ト
フ
リ

�
が
あ
る

こ
の

世
代
は
意
識
が
高
く

食
生

活
に
お
け
る
肉
食
に
つ
い
て

自
身
の
健
康
と
地
球
環
境
負

荷
の
２
つ
の
ギ
ル
ト
︵
罪
悪

感
︶
を
感
じ
て
い
る
と
言
わ

れ
る

若
年
層
の
ト
レ
ン
ド

に
も
肉
代
替
商
品
は
合
致
し

て
お
り

近
い
将
来
に
日
本

市
場
で
も
急
成
長
す
る
可
能

性
が
あ
る

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明
令
和
２
年
新
春
に
あ
た
り
恒
例
に
よ
り
関
係
者

各
団
体
の
ご
支
援
を
得
て

次
の
各
地
で
食
品
業
界

新
春
名
刺
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

各
社
第
一
線

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す


◇

◇

﹁
第
５４
回
大
阪
食
品
業
界
新
春
名
刺
交
換
会
﹂

▽
日
時
�
令
和
２
年
１
月
６
日
︵
月
︶
午
後
４

時
か
ら
▽
場
所
�
太
閤
園
▽
問
い
合
わ
せ
先
�

電
話
０
６
︵
６
３
６
１
︶
４
９
７
１

﹁
第
４６
回
広
島
地
区
食
品
業
界
新
春
名
刺
交
換
会
﹂

▽
日
時
�
令
和
２
年
１
月
６
日
︵
月
︶
午
前
１０

時
か
ら
▽
場
所
�
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
３
Ｆ
▽
問
い
合
わ
せ
先
�
電
話
０
６

︵
６
３
６
１
︶
４
９
７
１

﹁
第
５０
回
四
国
食
品
業
界
新
春
名
刺
交
換
会
﹂

▽
日
時
�
令
和
２
年
１
月
８
日
︵
水
︶
午
後
１

時
か
ら
▽
場
所
�
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高

松
▽
問
い
合
わ
せ
先
�
電
話
０
６︵
６
３
６
１
︶

４
９
７
１

食

品

新

聞

社

新
春
名
刺
交
換
会
ご
案
内 ト

ラ
イ
ア
ル
カ
ン
パ
ニ


は
２２
日

日
本
ア
ク
セ
ス


ム
ロ
オ

サ
ン
ト
リ

酒

類

日
本
ハ
ム

フ
ク
シ
マ

ガ
リ
レ
イ
な
ど
５
社
と
﹁
リ

テ

ル
Ａ
Ｉ
プ
ラ

ト
フ



ム
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂
を
発

足

業
種
業
態
の
異
な
る
各

社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
ち
寄
る
こ
と
で

共
同

で
リ
テ

ル
Ａ
Ｉ
技
術
の
開

発
を
進
め
て
い
く
意
向
を
固

め
た


ト
ラ
イ
ア
ル
は
国
内
に
約

５０
人

中
国
に
約
３
０
０
人

の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
を
擁
し


﹁
流
通
情
報
革
命
﹂
を
ス
ロ


ガ
ン
に

目
下
Ｉ
Ｔ
活
用

に
よ
る
流
通
小
売
業
務
の
改

革
を
推
し
進
め
て
い
る

近

年
で
は
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
や
そ
の

技
術
を
活
用
し
た
ス
マ

ト

レ
ジ
カ

ト
な
ど
の
開
発
と

並
行
し
て

Ａ
Ｉ
導
入
店
舗

を
増
や
す
方
針
を
掲
げ
て
い

る
１８

年
２
月
に
初
の
ス
マ


ト
ス
ト
ア
﹁
ス

パ

セ
ン

タ

ト
ラ
イ
ア
ル

ア
イ
ラ

ン
ド
シ
テ

店
﹂
を

同
１２

月
に
は
夜
間
無
人
運
営
可
能

な
﹁
ト
ラ
イ
ア
ル

Ｑ
ｕ
ｉ

ｃ
ｋ
大
野
城
店
﹂
を
オ

プ

ン
し
て
い
る


し
か
し

新
規
事
業
と
し

て
先
行
投
資
を
し
て
い
る
Ａ

Ｉ
技
術
や
ス
マ

ト
レ
ジ
カ


ト
の
浸
透
率
は
伸
び
悩
ん

で
い
る
模
様
だ

と
く
に
ス

マ

ト
レ
ジ
は
完
全
セ
ル
フ

レ
ジ
よ
り
も
更
な
る
時
短
が

見
込
め
る
の
が
メ
リ

ト
と

な

て
い
る
が

使
い
勝
手

が
分
か
ら
な
い
顧
客
へ
の
対

応
に
常
時
ス
タ

フ
を
複
数

名
常
駐
さ
せ
て
お
り

現
況

で
は
直
接
的
な
人
件
費
削
減

や
レ
ジ
ス
タ

フ
の
人
手
不

足
対
応
策
に
は
結
び
つ
い
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
︵
業

界
筋
︶
と
い
う
声
も
出
て
い

る
ほ
ど
だ


そ
こ
で
既
存
の
小
売
業
の

枠
内
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と

か
ら

メ

カ


卸

物

流
業
者
な
ど
に
呼
び
か
け
た

形
だ


な
お

福
岡
県

佐
賀
県

の
既
存
店
６０
店
舗
に
つ
い

て

今
後
約
２
年
間
で
Ａ
Ｉ

カ
メ
ラ
を
導
入
し
た
ス
マ


ト
ス
ト
ア
に
す
る
方
針
を
示

し
て
い
る


�
�
�
�
�
�
�
�
�

ス
マ

ト
レ
ジ
カ

ト

チチャャネネルル別別動動向向 １０月

１０
月
の
チ

ネ
ル
︵
量
販

コ
ン
ビ
ニ

百
貨
店

外
食
︶
は

消
費
増
税
の
影
響
が
明

確
に
現
れ
た

消
費
増
税
に
と
も
な
う
ポ
イ
ン
ト
還
元
開
始
の
追
い
風
を
受
け
た
コ
ン
ビ
ニ

が
売
上
高
を
伸
ば
す
一
方

量
販
は
衣
料
品
や
住
関
品
の
落
ち
込
み
が
響
き
前
年
割
れ

百

貨
店
は
増
税
に
加
え

台
風
の
影
響
も
あ
り
前
年
比
１７
・
５
％
減
と
い
う
大
幅
な
落
ち
込
み

と
な

た

消
費
増
税
の
影
響
が
注
目
さ
れ
た
外
食
は

レ
ス
ト
ラ
ン

居
酒
屋
と
い

た

店
内
飲
食
中
心
の
業
態
で
月
前
半
を
中
心
に
増
税
の
影
響
が
見
ら
れ
た


チ


ン
ス
ト
ア

�� �
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消
費
増
税
の
影
響
が
注
目
さ

れ
た
１０
月
度
の
チ


ン
ス
ト

ア
総
販
売
額
︵
５５
社
／
１
万
５

２
２
店
︶
は

全
店
ベ

ス
が

前
年
比
９１
・
６
％
︵
９
千
７
５

１
億
９
千
１５
万
円
︶

既
存
店

ベ

ス
９５
・
９
％

軽
減
税
率

が
適
用
さ
れ
た
食
品
は
天
候
要

因
も
含
め
微
減
に
と
ど
め
た

が

衣
料
品
︵
全
店
７７
・
１

％

既
存
店
８４
・
９
％
︶

住

関
品
︵
全
店
９０
・
５
％

既
存

店
９２
・
８
％
︶
は
増
税
の
直
撃

を
受
け
大
き
く
落
ち
込
ん
だ


食
品
売
上
高
は
全
店
９３
・
７

％
︵
６
千
６
２
１
億
９
千
１
５

６
万
円
︶

既
存
店
９８
・
７

％

種
別
内
訳
は

そ
の
他
食

品
が
全
店
９３
・
７
％
︵
３
千
４

５
６
億
２
千
３
１
４
万
円
︶


既
存
店
９９
・
６
％

惣
菜
９９
・

３
％
︵
８
５
８
億
９
千
１
７
３

万
円
︶

既
存
店
９８
・
３
％


生
鮮
３
品
の
既
存
店
伸
長
率

は

農
産
品
９５
・
４
％

畜
産

品
９９
％

水
産
品
９８
・
７
％


そ
の
他
食
品
は

比
較
的
気

温
が
高
か

た
こ
と
も
あ
り


乳
製
品

飲
料

ア
イ
ス
ク
リ


ム
が
伸
長
し
た
ほ
か

相
次

ぐ
台
風
の
来
襲
を
受
け

缶

詰

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

メ

ン

レ
ン
ジ
米
飯

パ
ン
類


冷
食
な
ど
が
回
転
し
た

半

面

一
部
駆
け
込
み
需
要
も
見

ら
れ
た
米

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ


ヒ


酒
類

気
温
要
因
を

受
け
た
練
り
物
等
鍋
関
連
商
品

な
ど
は
動
き
が
鈍
か

た


惣
菜
は
温
惣
菜
で
揚
物

焼

物
の
動
き
は
良
か

た
が

中

華
の
動
き
は
鈍
く

要
冷
惣
菜

は
和
・
洋
惣
菜
と
も
好
調

弁

当

寿
司
も
好
調
だ

た


Ｃ

Ｖ

Ｓ

�� �
�
�
�
�
�
�
�

�

���
�
�
�
�
�
�
�

�

日
本
フ
ラ
ン
チ

イ
ズ
チ



ン
協
会
が
発
表
し
た
１０
月
の

全
国
Ｃ
Ｖ
Ｓ
売
上
高
は

既
存

店
ベ

ス
で
前
年
同
月
比
１
・

８
％
増
︵
８
千
８
２
４
億
６
千

４
０
０
万
円
︶
と
２
か
月
ぶ
り

の
プ
ラ
ス

前
年
同
月
の
た
ば

こ
増
税
後
の
買
い
控
え
に
よ
る

反
動
や

消
費
増
税
に
と
も
な

う
ポ
イ
ン
ト
還
元
開
始
の
追
い

風
か
ら
客
単
価
が
４
・
１
％
増

︵
６
２
５
・
６
円
︶
と
伸
び
た

こ
と
が
寄
与
し
た

客
数
は
２

・
２
％
減
︵
１４
億
１
千
７０
万

人
︶
と
２
か
月
ぶ
り
の
マ
イ
ナ

ス
と
な

た


全
店
ベ

ス
の
売
上
高
は
２

・
７
％
増
︵
９
千
４
０
８
億
３

千
４
０
０
万
円
︶

客
単
価
３

・
８
％
増
︵
６
２
２
・
４

円
︶

客
数
１
・
０
％
減
︵
１５

億
１
千
１
６
６
万
９
千
人
︶


カ
テ
ゴ
リ

別
の
既
存
店
売

上
高
は

日
配
０
・
７
％
減

︵
構
成
比
３７
・
１
％
︶

加
工

食
品
１
・
０
％
増
︵
２８
・
０

％
︶

非
食
品
５
・
８
％
増

︵
２９
・
９
％
︶

サ

ビ
ス
７

・
１
％
減
︵
５
・
０
％
増
︶


調
理
麺

デ
ザ

ト

冷
食


サ
ラ
ダ
な
ど
が
好
調
だ

た


百

貨

店

�� �
�
�
�
�
�
�
�

�

���
�
�
�
�
�
�
�

�

日
本
百
貨
店
協
会
が
発
表
し

た
１０
月
の
全
国
百
貨
店
売
上
高

は
前
年
同
月
比
１７
・
５
％
減
の

約
３
千
８
６
３
億
円

前
月
の

増
税
前
仮
需
の
反
動
に
台
風
の

影
響
が
重
な
り

１４
年
の
消
費

増
税
時
︵
１２
・
０
％
減
︶
を
大

き
く
上
回
る
下
げ
幅
と
な


た
地

区
別
に
見
る
と

都
市
部

全
体
で
は
１７
・
３
％
減

東
京

１９
・
０
％
減

大
阪
１５
・
０
％

減

名
古
屋
１７
・
４
％
減
な
ど

軒
並
み
二
ケ
タ
の
減
少
と
な


た

そ
の
他
の
地
区
全
体
で
は

１７
・
９
％
減


商
品
別
で
は

軽
減
税
率
対

象
の
食
品
も
天
候
の
影
響
な
ど

か
ら
５
・
１
％
減
と
不
振

衣

料
品
２１
・
４
％
減

身
の
回
り

品
２３
・
４
％
減

雑
貨
２４
・
３

％
減

家
庭
用
品
１９
・
９
％
減

な
ど

い
ず
れ
も
高
額
商
材
の

落
ち
込
み
が
響
い
た


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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外

食
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�

日
本
フ

ド
サ

ビ
ス
協
会

が
ま
と
め
た
１０
月
の
全
店
売
上

高
は
前
年
同
月
比
２
・
４
％
減

と
な

た

総
店
舗
数
は
０
・

１
％
減

客
数
は
５
・
４
％

減

客
単
価
３
・
２
％
増

東
日
本
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
１９
号
が
連
休
を

直
撃
し

関
東
地
方
で
は
休
業

や
営
業
時
間
短
縮
を
余
儀
な
く

さ
れ

す
べ
て
の
業
態
で
客
数

が
前
年
を
下
回

た

消
費
増

税
が
始
ま
り

一
部
で
は
店
内

飲
食
と
持
ち
帰
り
の
税
込
価
格

を
統
一
に
す
る
な
ど
各
社
が
対

応
に
追
わ
れ
た

レ
ス
ト
ラ
ン

や
居
酒
屋
な
ど

店
内
飲
食
中

心
の
業
態
で
は

月
の
前
半
を

中
心
に
影
響
が
見
ら
れ
た


業
態
別
で
は
▽
フ

ス
ト
フ


ド
０
・
６
％
増
︵
客
数
４
・

２
％
減

客
単
価
５
％
増
︶
▽

フ

ミ
リ

レ
ス
ト
ラ
ン
５
・

３
％
減
︵
７
・
３
％
減

２
・

２
％
増
︶
▽
パ
ブ
／
居
酒
屋
６

・
５
％
減
︵
４
・
４
％
減

２

・
２
％
減
︶
▽
デ

ナ

レ
ス

ト
ラ
ン
３
・
４
％
減
︵
３
・
４

％
減

±
０
︶
▽
喫
茶
２
・
３

％
減
︵
６
・
１
％
減

４
・
１

％
減
︶
▽
そ
の
他
１４
・
２
％
減

︵
１５
・
７
％
減

１
・
９
％

増
︶


フ

ス
ト
フ

ド
は
洋
風
５

％
増

和
風
２
・
２
％
増

麺

類
４
・
３
％
減

持
ち
帰
り
米

飯
／
回
転
寿
司
２
・
５
％
減


そ
の
他
１４
・
６
％
減

洋
風


和
風
が
堅
調
だ

た
が

そ
れ

以
外
は
マ
イ
ナ
ス


フ

ミ
リ

レ
ス
ト
ラ
ン
は

洋
風
７
・
８
％
減

和
風
８
・

１
％
減

中
華
２
・
３
％
増


焼
き
肉
０
・
８
％
増


パ
ブ
・
居
酒
屋
は
パ
ブ
・
ビ

ア
ホ

ル
２
・
７
％
増

居
酒

屋
８
・
６
％
減

パ
ブ
・
ビ
ア

ホ

ル
は
ラ
グ
ビ
Ｗ
杯
効
果
で

客
数
が
伸
長

居
酒
屋
に
つ
い

て
は
店
舗
数
減
と
客
数
減
が
響

い
た


﹁
１
年
で
終
わ

た
前
年
割
れ
﹂

︵
チ

コ
レ

ト
特
集

５

７
面
︶

﹁
手
延
べ
値
上
げ
に
注
視
﹂

︵
手
延
べ
麺
＆
乾
麺
版

８
面
︶

き

う
の
主
な
内
容

台
風
増
税

が

影

響

全
店
売
上
高
２.４
％
減

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
大
打
撃
軽
減
対
象

の
食
品
も

客
単
価
急
伸
で
好
調
ポ
イ
ン
ト
還
元

が
追
い
風

に

衣
料
住
関
の
不
振
響
く

全
店

既
存
店

と
も
大
幅
減
に

トライアルカンパニー本社

リ
テ

ル
技
術
を
共
同
開
発

ト
ラ
イ
ア
ル

カ
ン
パ
ニ


垣
根
越
え
た
プ
ロ
ジ

ク
ト

大豆ミート

�
第
４
の
肉
�で
罪
悪
感
解
消

精精
肉肉
売売
場場
へへ
提提
案案
強強
化化

増
税
台
風
で
明
暗

Ｃ
Ｖ
Ｓ
は
ポ
イ
ン
ト
還
元
で
好
調
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